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	（１）健康管理の徹底について
	① 生徒は、登校前に検温し、37.5度以上ある場合、微熱でも風邪の症状が（咳、倦怠感、息苦しさなど）がある場合は、登校せず自宅で休養する。
	② 手洗いや咳エチケットを徹底する。

	③ マスクの着用に努める。マスクの着用時は熱がこもりやすくなるため、こまめな水分補給など熱中症対策に努める。

